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１．インタフェース規定点と責任分界点 

 

１．１ インタフェース規定点 

   本インタフェースのインタフェース規定点は図１－１または図１－２のとおりとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 1-1 インタフェース規定点（直接協定事業者が当社光信号局内伝送路を利用しない場合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 1-2 インタフェース規定点（直接協定事業者が当社光信号局内伝送路を利用する場合） 
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１．２ 責任分界点 

本規定における責任分界点を図1-3に示す。 

 

 

図 1-3 責任分界点 
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２．インタフェース仕様 

接続に使用可能な IF種別としては、以下の IF種別をサポートする。各 IF種別はレイヤ 2に

Ethernet インタフェースを利用するもの、SDH/SONET インタフェースを利用するもの、OTU イ

ンタフェースを利用するものとに分類される。サポートする IF種別を以下に示す。  

 

Ethernetインタフェース :1000BASE-SX、1000BASE-LX、10GBASE-LR、10GBASE-ER、 

              100GBASE-LR4、100GBASE-ER4、400GBASE-FR4、400GBASE-LR4 

SDH/SONETインタフェース ：STM-64、OC-192  

OTUインタフェース  ：4I1-9D1F（OTU4） 

 

 ２．１ Ethernetインタフェース仕様 

 ２．１．１ 物理的条件 

Ethernetインタフェースにおける物理的条件は、IEEE802.3規格の1000BASE-SX、

1000BASE-LX、10GBASE-LR、10GBASE-ER、IEEE802.3ba規格の100GBASE-LR4、100GBASE-ER4、

IEEE802.3cu規格の400GBASE-FR4、400GBASE-LR4に準拠し、各々の転送速度でベースバンド

信号の転送を行う。 

 

２．１．１．１ ケーブル 

光ケーブルは、1000BASE-LX、10GBASE-LR、10GBASE-ER、100GBASE-LR4、100GBASE-ER4、

400GBASE-FR4、400GBASE-LR4の場合、JIS C 6835規格のシングルモード光ファイバ（2芯）

を使用することとし、1000BASE-SXの場合はJIS C 6832規格のマルチモード光ファイバ（2

芯）を使用することとする。 

 

２．１．１．２ コネクタ 

   光コネクタは、JIS C 5973 規格の SCコネクタを使用する。 

 

２．１．２ 光学的条件 

２．１．２．１ 1Gbit/sインタフェース 

1000BASE-SX、及び 1000BASE-LX の光学的条件を表 2-1、及び図 2-1に示す。詳細仕様

は、IEEE802.3 規格の第 38章を参照のこと。 

 

表 2-1  1000BASE-SX/LXの光学的条件 
 

項 目 単位 1000BASE-SX 1000BASE-LX 
インタフェース速度 GBd 1.25 1.25 
信号速度偏差（最大） ppm ±100 ±100 
発振中心波長 nm 770 ～ 860 1270 ～ 1355 
平均送出レベル dBm -9.5～±0 -11.0～-3.0 

平均受信レベル dBm -17～±0 -19.0～-3.0 

消光比（最小） dB 9.0 9.0 

符号化形式  8B / 10B 

送信光パルスマスク  図 2-1を参照 
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適用範囲：1000BASE-SX/LX 

測定条件：f-3dBが伝送ﾋﾞｯﾄﾚｰﾄ×0.75の４次ﾄﾑｿﾝﾌｨﾙﾀ 

 

 

 

 

 

 

図2-1 光パルスマスク（1000BASE-SX/LX） 
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２．１．２．２ 10Gbit/sインタフェース 

10GBASE-LR、及び 10GBASE-ERの光学的条件を表 2-2、及び図 2-2に示す。 

詳細仕様は、IEEE802.3 規格の第 52 章を参照のこと。 

 
 

表 2-2  10GBASE-LR/ERの主な光学的条件 
 

項 目 単位 10GBASE-LR 10GBASE-ER 
インタフェース速度 GBd 10.3125 10.3125 
信号速度偏差（最大） ppm ±100 ±100 
発振中心波長 nm 1260～1355 1530～1565 
平均送出レベル dBm -8.2～0.5 -4.7～4.0 

平均受信レベル dBm -12.6～0.5 -14.1～-1.0 

消光比（最小） dB 3.5 3.5 

符号化形式  64B / 66B 

送信光パルスマスク  図 2-2参照 
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適用範囲：10GBASE-LR/ER 

測定条件：f-3dBが伝送ﾋﾞｯﾄﾚｰﾄ×0.75の４次ﾄﾑｿﾝﾌｨﾙﾀ 

 

0.25y1

0.45x3

0.40x2

0.40y3

0.28y2

0.25x1

10GbE

0.25y1

0.45x3

0.40x2

0.40y3

0.28y2

0.25x1

10GbE

 

 

 
図2-2 光パルスマスク（10GBASE-LR/ER） 
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２．１．２．３ 100Gbit/sインタフェース 

100GBASE-LR4 及び 100GBASE-ER4 の光学的条件を表 2-2の 2、及び図 2-2の 2 

に示す。 

詳細仕様は、IEEE802.3ba 規格の第 88章を参照のこと。 

 
 

表 2-2 の 2 100GBASE-LR4/ER4の主な光学的条件 
 

項 目 単位 100GBASE-LR4 100GBASE-ER4 
インタフェース速度 GBd 103.125 

（25.78125 x 4 ） 
103.125 

（25.78125 x 4 ） 
信号速度偏差（最大） ppm/ch ±100 ±100 
発振中心波長 Nm 以下の 4波の波長多重 

1294.53～1296.59 
1299.02～1301.09 
1303.54～1305.63 
1308.09～1310.19 

以下の 4波の波長多重 
1294.53～1296.59 
1299.02～1301.09 
1303.54～1305.63 
1308.09～1310.19 

平均送出レベル dBm/ch -4.3～4.5 -2.9～2.9 
平均受信レベル dBm/ch -10.6～4.5 -20.9～4.5 
消光比（最小） dB ４ ８ 
符号化形式  64B / 66B 

送信光パルスマスク  図 2-2の 2 
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適用範囲：100GBASE-LR4/ER4 

測定条件：f-3dBが伝送ﾋﾞｯﾄﾚｰﾄ×0.75の４次ﾄﾑｿﾝﾌｨﾙﾀ 
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図2-2の2 光パルスマスク（100GBASE-LR4/ER4） 
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２．１．２．４ 400Gbit/sインタフェース 
400GBASE-FR4 及び 400GBASE-LR4 の光学的条件を表 2-2の3、及び図 2-2の3に示す。 

詳細仕様は、100G Lambda MSA、IEEE std 802.3 clause 151を参照のこと。 
 

表2-2の3  400GBASE-FR4/400GBASE-LR4の光学的条件 
 

項 目 単位 400GBASE-FR4 400GBASE-LR4 
インタフェース速度 GBd 425 425 
信号速度偏差（最大） ppm ±100 ±100 

発振中心波長 nm 以下の 4 波の波長多重 
1264.5～1277.5[nm] 
1284.5～1297.5[nm] 
1304.5～1317.5[nm] 
1324.5～1337.5[nm] 

以下の 4 波の波長多重 
1264.5～1277.5[nm] 
1284.5～1297.5[nm] 
1304.5～1317.5[nm] 
1324.5～1337.5[nm] 

平均送出レベル dBm -0.3(OMA)/ 
-3.3[dBm]～+3.5[dBm] 

+0.3(OMA) ※for TDECQ < 
1.4 dB 

-1.1+ TDECQ ※for 1.4 dB 
≤ TDECQ ≤ 3.9 dB 

-2.7[dBm]～+5.1[dBm] 

平均受信レベル dBm -2.6(OMA)/ 
-7.3[dBm]～+3.5[dBm] 

-4.3(OMA)/ 
-9.0[dBm]～+5.1[dBm] 

消光比（最小） dB 3.5 3.5 

符号化形式  256B/257B 

光信号アイパターン  図 2-2の 3を参照 

 

1)400G FR4 

 

 

 

測定条件 400G FR4 MSA 3.6 (IEEE802.3 Clauses 121を引用) 

送信特性 400G FR4 MSA Table 2-3 

Outer OMA 上限値   3.7 dBm 

下限値   -0.3 dBm 

TDECQ   上限値   3.4 dB 
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2)400G LR4 

 

 

 

測定条件 400G LR4 MSA 3.6 (IEEE802.3 Clauses 121 を引用) 

送信特性 400G LR4 MSA Table 2-3 

Outer OMA 上限値   4.4 dBm 

下限値   -0.3 dBm for TDECQ < 1.4 dB 

-1.1 + TD dBm for 1.4dB ≦TDECQ ≦ 3.9 dB 

TDECQ   上限値   3.9 dB 

 

図2-2の3  光信号アイパターン（400GBASE-FR4/400GBASE-LR4） 

 

２．１．３ 論理的条件 

Ethernet のフレームフォーマットは IEEE 802.3 に準拠することとし、フレーム内各フ

ィールドの利用条件を図 2-3の凡例に示す。なお、ジャンボフレームについては、受信で

きない場合がある。 
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宛先 

ｱﾄﾞﾚｽ 
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ｱﾄﾞﾚｽ 
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ﾌﾚｰﾑ長 

LLC ﾃﾞｰﾀ ﾊﾟﾃﾞｨﾝｸﾞ FCS 

(7) (1) (6) (6) (2) (46～1500) (4) 

      ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ:10101010･･･（7byte 連続） 

SFD：10101011 

※当社網は、上記以外のフレーム内各フィールドを透過          

 

図 2-3 フレームフォーマット 
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２．１．４ その他の詳細仕様  

本インタフェースに適用するギガビット Ethernet の規格としての IEEE Std 802.3 に

規定される機能のうち、Clause37 に規定されている Auto-Negotiation については、原

則 disable 設定とし、Full Duplex 固定設定にて直接協定事業者は当社の装置と接続す

ることとする。また、当社波長分割多重装置は、リンクダウン転送機能を利用し、本イ

ンタフェースにおいて故障が発生し当該故障を検出した際は、対向する当社波長分割多

重装置の直接協定事業者側インタフェースにおいて光出力を停止する場合がある。 

また、当社波長分割多重装置は、当社特別光信号中継回線の故障時に、別の分波光変

換装置を利用することなく、当社特別光信号中継回線の別経路へ切替可能とすることが

できる。 

その他、実際の相互接続時に使用する機能や設定等の詳細仕様については、当社と直

接協定事業者間の協議にて決定の上、別に定めることとする。 

 

２．１．５ 接続に係る留意事項 

     直接協定事業者の電気通信設備と当社の波長分割多重装置間の周波数偏差や当社区間

の装置構成により、フレームが廃棄されたり、IFGが12 words未満になる場合があります。 
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２．２ SDH/SONETインタフェース仕様 

 ２．２．１ 物理的条件 

２．２．１．１ ケーブル 

  光ケーブルは、JIS C 6835 SSMA-9.3/125準拠のシングルモード光ファイバを使用する。 

   

２．２．１．２ コネクタ 

     光コネクタは、JIS C 5973規格の SCコネクタを使用する。 

プラグはＢ等級以上（マスタプラグ接続時の挿入損失が 0.7dB以下）、接続時の反射減衰

量は 22dB 以上とする。 

 

    

２．２．２ 光学的条件 

２．２．２．１ STM-64(I-64.1)/OC-192（SR-1） 

光パラメータ条件を表 2-3、及び図 2-4に示す。 

 

   ２．２．２．２ STM-64(I-64.2)/OC-192(SR-2) 

光パラメータ条件を表 2-4、及び図 2-4に示す。 

 

   ２．２．２．３ STM-64(S-64.2b)/OC-192(IR-2) 

光パラメータ条件を表 2-5、及び図 2-4に示す。 
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表 2-3  STM-64/OC-192の主な光学的条件（I-64.1/SR-1） 

項 目 単位 規  格 

インタフェース速度 Mbit/s 9953.280 (STM-64/OC-192) 

適用伝送路コード  I-64.1/SR-1 

伝送符号  スクランブルド２値、NRZ 

発光条件  正論理：論理"1"は発光、論理"0"は非発光 

発振中心波長 nm 1290～1330  

符号誤り率  1×10-12 以下 

平均送出レベル dBm -6～-1  

平均受信レベル dBm -11 ～-1 

消光比 dB 8.2 以上 

送信光パルスマスク  図 2-4参照 

減衰量範囲 dB 0 ～ 4  

光源  SLM 

最大光路ペナルティ dB 1以下 

 

表 2-4 STM-64/OC-192の主な光学的条件（I-64.2/SR-2） 

項目 単位 規  格 

インタフェース速度 Mbit/s 9953.280 (STM-64/OC-192) 

適用伝送路コード  I-64.2/SR-2 

伝送符号  スクランブルド２値、NRZ 

発光条件  正論理：論理"1"は発光、論理"0"は非発光 

発振中心波長 nm 1500～1580 

符号誤り率  1×10-12 以下 

平均送出レベル dBm -5～-1  

平均受信レベル dBm -14～-1  

消光比 dB 8.2以上 

送信光パルスマスク  図 2-4参照 

減衰量範囲 dB 0 ～ 7  

光源  SLM 

最大光路ペナルティ dB 2以下 
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表 2-5 STM-64/OC-192の主な光学的条件（S-64.2b/IR-2） 

項目 単位 規  格 

インタフェース速度 Mbit/s 9953.280 (STM-64/OC-192) 

適用伝送路コード  S-64.2b/IR-2 

伝送符号  スクランブルド２値、NRZ 

発光条件  正論理：論理"1"は発光、論理"0"は非発光 

発振中心波長 nm 1530～1565  

符号誤り率  1×10-12 以下 

平均送出レベル dBm -1～2  

平均受信レベル dBm -14～-1 

消光比 dB 8.2以上 

送信光パルスマスク  図 2-4参照 

減衰量範囲 dB 3 ～ 11  

光源  SLM 

最大光路ペナルティ dB 2以下 

 



 技別２５．４－１６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

UI 

 

適用範囲：I-64.1/SR-1、I-64.2/SR-2、S-64.2b/IR-2 

測定条件：f-3dBが伝送ﾋﾞｯﾄﾚｰﾄ×0.75の４次ﾄﾑｿﾝﾌｨﾙﾀ 

 

 

 STM-64/OC-192 

X3-x2 0.2 

y1/y2 0.25/0.75 

 

 

図 2-4 光パルスマスク（STM-64/OC-192） 
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２．２．３ ジッタ耐力 

  STM-64 のジッタ耐力は JT-G825 に準拠し、OC-192 のジッタ耐力は Telcordia 

GR-253-CORE issue3に準拠する。 

 

２．２．４ 論理的条件 

２．２．４．１ STM-64信号 

     本インタフェースに適用される多重化構造は TTC標準 JT-G707 に準拠する。 

 

２．２．４．１．１ フレームフォーマット 

STM-64信号のフレームフォーマットは、TTC標準 JT-G707 に準拠することとし、フ

レーム内におけるオーバヘッドバイトの利用条件を図 2-5の凡例に示す。 
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+…

192ﾊﾞｲﾄ 192ﾊﾞｲﾄ 64ﾊﾞｲﾄ 128ﾊﾞｲﾄ 16704ﾊﾞｲﾄ

172804ﾊﾞｲﾄ

＝ 10101010

... ＝同左

＝未使用ﾊﾞｲﾄ (ALL"1") H1 ＝ AU-nﾎﾟｲﾝﾀ

H2 ＝ 11111111

s :未定義ﾋﾞｯﾄ
＊

AU-4/4-4c/4-16cﾎﾟｲﾝﾀの場合、それぞれ最初のﾎﾟｲﾝﾀ以
外の残りのﾎﾟｲﾝﾀについてのビット割付を以下に示すA1 ＝ 11110110

A2 ＝ 00101000

H3 ＝ 負ｽﾀｯﾌ用ﾊﾞｲﾄ
+

H1 ＝ 1001ss11＊

H2 ＝ AU-nﾎﾟｲﾝﾀ

※当社網は、上記以外のオーバヘッドの各バイト及びペイロードを透過

* * * *

 

 

図 2-5 STM- 64信号のフレームフォーマット 

 

 

 

 

２．２．４．１．２ ポインタ処理条件 

本インタフェースにおけるポインタ処理条件は TTC標準 JT-G707/JT-G783 に準拠する。 
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２．２．４．２ OC-192 信号 

本インタフェースに適用される多重化構造は、Telecodia GR-253-COREに準拠する。 

 

２．２．４．２．１ フレームフォーマット 

OC-192信号のフレームフォーマットは、Telecodia GR-253-COREに準拠することとし、

フレーム内におけるオーバヘッドバイトの利用条件を図 2-6 の凡例に示す。 
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ﾍﾟｲﾛｰﾄﾞ

+…

＝同符号が連続しないこと

... ＝同左

＝未使用ﾊﾞｲﾄ (ALL"0 ") H1 ＝ STS-nﾎﾟｲﾝﾀ

H2 ＝ 11111111＊

STS -3c/12c/48c ﾎﾟｲﾝﾀの場合、それぞれ最初のﾎﾟｲﾝﾀ以
外の残りのﾎﾟｲﾝﾀについてのビット割付を以下に示すA1 ＝ 11110110

A2 ＝ 00101000

H3 ＝ 負ｽﾀｯﾌ用ﾊﾞｲﾄ
+

H1 ＝ 1001xx11 × :未定義ﾋﾞｯﾄ
＊

H2 ＝ STS-nﾎﾟｲﾝﾀ

※当社網は、上記以外のオーバヘッドの各バイト及びペイロードを透過

＊ ＊ ＊ ＊

 

 

 

図 2-6 OC-192信号のフレームフォーマット 
 

 

 

２．２．４．２．２ ポインタ処理条件 

本インタフェースにおけるポインタ処理条件は Terecodia GR-253-CORE に準拠する。 

 

２．２．５ その他詳細仕様 

当社波長分割多重装置は、リンクダウン転送機能を利用し、本インタフェースにおい

て故障が発生し当該故障を検出した際は、対向する当社波長分割多重装置の直接協定事

業者側インタフェースにおいて光出力を停止する場合がある。 

また、当社波長分割多重装置は、当社特別光信号中継回線の故障時に、別の分波光変

換装置を利用することなく、当社特別光信号中継回線の別経路へ切替可能とすることが

できる。 
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２．３ OTUインタフェース仕様 

２．３．１ 物理的条件 

 

２．３．１．１ ケーブル 

光ケーブルは、JIS C 6835 規格のシングルモード光ファイバ（2芯）を使用する。 

 

２．３．１．２ コネクタ 

光コネクタは、JIS C 5973 規格の SC コネクタを使用する。 

 

２．３．２ 光学的条件 

 

２．３．２．１ OTU4 インタフェース 

光学的条件を表 3-1、及び図 3-1 に示す。 詳細仕様は、ITU-T G.959.1 を参照のこと。 

 

表 3-1  OTU4の光学的条件 

 

項 目 単位 4I1-9D1F(OTU4) 
インタフェース速度 GBd 111.809 

信号速度偏差（最大） ppm 20 
発振中心波長 nm 以下の 4 波の波長多重 

1294.53～1296.59[nm] 
1299.02～1301.09[nm] 
1303.54～1305.63[nm] 
1308.09～1310.19[nm] 

平均送出レベル dBm -2.5[dBm/ch]～+2.9[dBm/ch]（消光比 7[dB]以上） 
-0.6[dBm/ch]～+4[dBm/ch]（消光比 4～7[dB]） 

平均受信レベル dBm -8.8[dBm/ch]～+2.9[dBm/ch] （消光比<7[dB]） 
-6.9[dBm/ch]～+4[dBm/ch]（消光比 4～7[dB]） 

消光比（最小） dB 4[dB]～7[dB]または 7[dB]以上 

符号化形式  ITU-T G.709 標準に準拠 

送信光パルスマスク  図 3-1 
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適用範囲：4I1-9D1F(OTU4) 

測定条件：f-3dBが伝送ﾋﾞｯﾄﾚｰﾄ×0.75の４次ﾄﾑｿﾝﾌｨﾙﾀ 

 

100GbE

x1 0.25

x2 0.40

x3 0.45

y1 0.25

y2 0.28

y3 0.40
 

 

図 3-1 光パルスマスク（4I1-9D1F(OTU4)） 

 

２．３．３ 論理的条件 

4I1-9D1F(OTU4)のフレームフォーマットは ITU-T G.709 標準に準拠することとし、フレー

ム内各フィールドの利用条件を図 3-2の凡例に示す。 
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図 3-2 フレームフォーマット 
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